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＊
序ジュネの小説における女性
ジャン ･ ジュネはフランスにおいて、泥棒であり同性愛者の作家として知られている。性に関する見
方が大きく転換したと考えられる 20 世紀前半に、男性同性愛の世界を中心的なテーマのひとつとして
書き続け、文学作品における男性同性愛のイメージに決定的な影響を与えた重要な作家である。
ジュネは 1910 年、パリで私生児として生まれ、孤児として農村に里子に出される。小学校卒業後、
職業訓練校を脱走。放浪中の軽犯罪により、15 歳で少年院に収監され、18 歳で軍隊に入隊、のちに脱走。
スペイン、イタリア、東欧などを放浪する。
フランスで刑務所在監中に出版した詩集『死刑囚』と、続いて発表した『花のノートルダム』、『薔薇
の奇蹟』、『葬儀』、『泥棒日記』など自伝的な小説群は、ジュネ自身の体験をもとにしたもので、刑務所
や感化院、スラム街を舞台に、放浪、犯罪、監獄、男性同性愛、売春、暴力等のテーマが描かれている。
これらの作品がサルトル、コクトーらに高く評価され、彼らの活動により 1949 年に最終恩赦を受け、
それ以降収監されることはなかった。
1955 年からは創作活動の中期で、『黒んぼたち』、『バルコン』、『屏風』といった戯曲を続けて発表する。
後年 1969 年以降はアメリカ黒人解放闘争、パレスチナ解放闘争、移民運動などに加わり、政治的なエッ
セイを書き残した。
当時の社会においては、フロイトによる精神分析の影響が強く、男性同性愛は倒錯、病理としてみな
されがちであった。19 世紀末から 20 世紀にかけて、アンドレ ･ ジッド、マルセル・プルースト、ジャ
ン ･ コクトーといった作家たちによって男性同性愛のテーマは扱われていたが、ジュネのように同性愛
を自分のこととして明らかにし、引き受ける自伝的作品は画期的だった。また、ドイツ占領下のパリで
自分が同性愛者だとわかるようなエロティックな作品を執筆すること自体が危険を伴うことでもあり、
ジュネの作品は衝撃をもたらした１。
しかし、男性同性愛者の作家として知られる一方で、ジュネは女性の物語を書き続けている作家でも
ある。彼の執筆活動の主に中期に発表された一連の戯曲においては、女性登場人物たちが物語を動かす
重要な役割を果たす。しかも、彼女らの人格の原型は、一般的には男たちの世界を描いたとされる初期
の小説群に、すでに見ることができる。
ジュネの描く女性ということを考えるときに、とりわけ、第一作目の小説である『花のノートルダム』
Notre-Dame-des-Fleurs は重要だと考えられる。この小説で中心的に描かれるのは、文法的には女性形で
語られる女装男娼ディヴィーヌ（ルイ ･ キュラフロワ）である。そのほかに「聖母」の名を冠す花のノー
トルダム（アドリアン・バイヨン）と、戯曲に繰り返し登場するヒステリックな母という性格を持った
ディヴィーヌの母親エルネスティーヌといった人物が登場し、女たちの物語として読むことができる。
この作品において重要なのが、ディヴィーヌ、ノートルダムのような、女性的な男性たちである。彼
らは、主に「オカマ」と訳される、フランス語の tante, lope といった蔑称で呼ばれ、受身の同性愛者であり、
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ときには男性を相手に売春をする男娼でもある。彼らについては、これまでジャン＝ポール・サルトル２、
ケイト・ミレット３らによって、mac すなわち「ごろつき」「ヒモ」と呼ばれるより男性的な男性との関
係性においておもに論じられてきた。
本論では、彼ら女装男娼たちに刻印された「女らしさ」に着目してジェンダー・セクシュアリティの
問題を検証する。そしてこの問題を考える上で重要なのが、キリスト教的な女性のイメージである。フ
ランス語で「聖母」を表す慣用表現である Notre-Dame をタイトルに冠しているこの作品では、女性の
イメージは「神聖さ」と密接なかかわりを持つ。神聖であることと女性であることの関連から、この作
品における女性性を取り巻く問題を読み解きたい。
第 1 章　ディヴィーヌをめぐって美しさと聖性への転化
ジュネにおける聖性は、至上悪を志向する「厳密さ」であると理解されることが多い。４
『花のノートルダム』においても、こうした理解は成立しうる。この作品には卑しい者が聖なるもの
に転化するという構造があり、それにもっともよく当てはまる人物が、女装男娼ディヴィーヌである。
作中の語り手は、彼女は人から侮蔑される、年老いた娼婦という立場に徹し、そしてそのことによって
聖性に近づくのだということをはっきりと述べている。
しかし、ここで、彼女の徹する「卑俗さ」についてもう一度考えてみたい。彼女を惨めな状況に追い
やっているのは「年取った売春婦」であるという事実である。しかしこれは彼女にとっての事実である。
この作品においてディヴィーヌはまだ 30 歳だとされている。つまり、これは女性として容姿の衰えを
感じ始める年齢を意味するにすぎない。年齢のために彼女は仲間の女装男娼たちに見くびられ、恋人を
失うのではないかと悩む。ここで問題になるのはあくまで美であり、彼女は女装することや売春するこ
とを恥じているわけではない。
そして、美の衰えによって彼女は、侮蔑の対象になるだけでなく、男性を誘惑できなくなり、性的な
欲求不満にも苦しむことになる。彼女は自分自身の美の衰えと性的な欲求不満にとらわれるばかりの、
徹底して卑俗な存在であろうとすらしている。美の問題は、性的欲望を追求する態度と相まって、彼女
の中で重要性を増す。このようなかたちで性的欲望に徹するときのディヴィーヌは、欲望の主体であり
ながらも、男性に見られることに徹する存在である。30 歳で美の衰えにとらわれ絶望する彼女の惨め
さは、男性によるまなざしの権力の構造に基づいている。そして彼女の過度の絶望は、それを誇張して
見せるものである。
第 2 章　聖なる婚礼
汚辱にまみれた状態を一足飛びに聖なるものに転化させる装置として、第一章に述べた構造とは別に、
婚礼の描写が挙げられる。
宗教的な婚礼は、本作品において繰り返されるイメージのひとつである。それが直接的に描かれるの
は、たびたび挟まれるディヴィーヌの幼少期の回想においてである。この少年は、生まれ育った村で教
会の宗教的祭式に強い憧れを持っており、その中でも彼は婚礼に強く魅かれている。
しかし重要なのは、彼の回想とは別に奇妙な夢想として現れる婚礼のイメージである。ごろつきのミ
ニョンと同棲を始めたディヴィーヌが、同衾した朝、「結婚した女」としての幸せを味わうという場面
がある。そのとき教会ではお告げの祈りの鐘が鳴っており、彼らは祝福される夫婦のように描写される。
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そして、ミニョンと同棲を始めたディヴィーヌは、突然敬虔なキリスト教徒になって、ミニョンと連れ
だってミサに出かけることさえする。同様に、ディヴィーヌがその後兵士ガブリエル、黒人セック・ゴ
ルギと同棲するときも、その様子は祝福される夫婦として、あるいは何かしら宗教的なイメージを伴っ
て描写される。兵士ガブリエルと同棲を始めたときは、まるで結婚式のように、道々、男娼仲間たちが
祝福をする。
黒人セック・ゴルギと同棲をはじめたとき、ディヴィーヌは「ゴルギは黒人だし、暑い国の生まれだ
から、彼女の老化がわからないし、しわもかつらも見分けがつかないだろう」５と考え、容姿を気にし
なくてよくなったことに安堵する。ディヴィーヌは、以前の恋人ミニョンに去られて以来「老いが彼女
を棺桶の中で歩き回らせていた６」という様子で、絶望にさいなまれ衰弱していたが、特定の恋人を持ち、
外見を気にしなくてよいのだと思うことによって、心を穏やかにする。
以上に見てきたように、本作品において婚礼は神聖なものとして描かれており、ディヴィーヌは男性
と結ばれることによって浄化される。これは、第一章で検証した、卑俗さに徹することによってもたら
される神聖さとは、別のあり方の神聖さである。このような描写は、この作品の書かれた 20 世紀前半
の結婚観と無関係ではないと考えられる。この作品の書かれた 20 世紀前半には、19 世紀を通して勢力
を拡大してきたブルジョワジーの確立した結婚観がいまだ支配的であった。「理性的結婚」といわれる
親同士の決める結婚に価値があるとされていたため、娘たちにはその決定に素直に従わせるために、結
婚に対しては前向きな情報しか与えられないことは珍しくなかった。同時に、妻になる以外に女性の社
会参加の道がほとんどなかったために、「老嬢」と呼ばれる未婚の女性になることは非常に不名誉なこ
とだとされていた。そのうえ婚姻制度の外では女性のセクシュアリティは不可視化されていた７。
ジュネによる以上のような婚礼の描写には、こうした結婚観への嫌悪とあこがれの両方を読み取るこ
とができる。美やセクシュアリティの規範で女性を抑圧する構造が保たれているからこそ、以上に見て
きた婚礼の描写には、セクシュアリティが肯定され、美貌が認められる婚礼の一瞬の美しさが、女性の
視点から強烈な印象で描き出されているのである。
しかしその一方、少なくとも身体的には男性同士であるカップルに仮託してこのような婚礼を描写し
ている点が読者に奇妙な感じをもたらし、これらの描写を一筋縄でいかないものとしている。
第 3 章　聖母と母性
女性であることはどのようなことかという問題は、とりわけジュネの作品に描かれる女装した女性的
な男性たちと、男性的な男性たちとの関係性を中心にした世界では、単純ではない。その中で、子供を
「産む」性としての女性性は、どのように扱われているだろうか。
ノートルダム Notre-Dame という、聖母マリアを意味する慣用表現をタイトルに冠しているだけでな
く、この作品には聖母子や処女懐胎を示唆する表現が頻出する。ディヴィーヌとミニョンが同衾した朝
には「お告げの鐘」が鳴り、さらにディヴィーヌの恋人のうちの一人にガブリエルという兵士がいる。
お告げの祈りとガブリエルは聖母マリアの受胎告知に関連するキーワードである。ガブリエルは聖母マ
リアに受胎告知をした天使の名であり、お告げの鐘はその告知を記念する祈りである。そのため、これ
らの要素は受胎告知を暗に示すものとなっている。また兵士の軍服の青色に「無原罪のお宿りをしたと
きのマリアの母親が着けていたエプロンのような青」という表現も用いられている８。
タイトルになっている「花のノートルダム」は殺人犯として登場する少年の愛称である。彼は泥棒を
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したり、ヒモをしたりして生活する 16 歳の少年である。彼は同性愛者であり、男性相手に受身の性行
為もする一方、ディヴィーヌのような売春行為はしていない。しかし女性のドレスを着る場面もあり、
女性的な描写と、男性的な描写の両方がなされる。このノートルダムは、作中でたびたび聖なる存在と
して言及される。それも、ディヴィーヌのように卑俗さを極めることによる聖性というかたちではなく、
「ノートルダムは―言ってみれば―潔白な殺人者だった９」というように、神聖さそのものとされ、卑
俗さは免れている。また若く美しい少年として描写される点も、ディヴィーヌとは対照的である。
ノートルダムは、愛称こそ「聖母」であるが、聖母マリアよりもむしろイエスになぞらえられている。
裁判の場面では、殺人のかどで起訴され、死刑になり、そこでなぜか「贖い主」として死ぬのである。
さらに、ノートルダムの父親も注目すべき存在である。彼の父親はディヴィーヌの恋人として登場し一
時期ノートルダム自身の恋人にもなるミニョンである。そのミニョンは、母親の胎内にいたときに洗礼
を受けたというのである。これは聖母マリアの「無原罪のお宿り」を連想させるものである。
「無原罪のお宿り」は、両親の性行為が子供に原罪を遺伝させるとするアウグスティヌスの教義を踏
まえ、イエスを受胎した際にマリア自身も原罪を免れている必要があるために、マリア自身が母親の胎
内に無原罪で受胎していたとするものである。
ノートルダムは人間の罪を贖って死んでゆき、その父親のミニョンは、マリアのように生まれる前か
ら清らかな存在とされている。これは聖母子の表象の反復である。しかし当然ながら彼らは父子である
ため、処女懐胎は成立しない。処女懐胎という肝心な要素をいわば骨抜きにされていながら、宗教的な
語彙を援用し、母親不在の聖母子という奇妙な表象が成立している。そしてこの奇妙さは、母親を表象
することなしに「受胎」や「母子」の物語を描いたために引き起こされるものである。
一方、実際に子供を産んだ女性としてはディヴィーヌの母エルネスティーヌが登場する。しかし彼女
は、彼らとは対照的に決して神聖な存在としては描かれず、むしろ性的なことに過剰に反応するヒステ
リックな面が強調されている。そして彼女が母であることは、以下のような表現によって、むしろ貶め
られている。
エルネスティーヌは、「これはわたしの肉が生んだ肉だ」とは決して思わなかった。ディヴィーヌ
が母のことを、「それにしても、この女があたしを排泄したのよね」とは決して思わなかった 10。
これに対し神聖な母親というイメージは、物語の終盤でディヴィーヌの幼少時の女友達ソランジュの
母マリーと、祖母ジョセフィーヌという女性に仮託して描かれる。彼女たちに関して以下のような描写
がある。
村一番の美女になるマリー [Marie]、ソランジュの母マリーは、―あばら家で生まれた女神であり、
ミモザが尻と身ぶりに着けている以上の紋章を身につけ、シャンビュール家の男以上の気品をま
とっていた。この一種の聖別式は、ジョゼフィーヌ [Joséphine] から、同じ年頃のほかの女性たち（ほ
かの人間の母たち）を遠ざけていた。村では、彼女の状況はガラリヤでのイエスの母の状況に似て
いた。マリーの美しさは村の名を高めていた。人間であって神の母であることは、神であることよ
りもやっかいな状態だ。イエスの母は比較のできない感情を味わったにちがいない。神である息子
を宿し、生活し、側で寝起きしながら。神である―つまり全てであり彼女自身でもある―彼は世界
を、彼の母も、彼自身さえも、無に帰すことができる。その神に対して、ジョゼフィーヌがマリー
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にしたように、とうもろこしの黄色いスープを用意しなければならなかった 11。
少女ソランジュの母マリー [Marie] は、聖母マリア [Marie] と同じ名前である。「村一番の美女」とさ
れる彼女が「女神」であり、その母であるジョゼフィーヌの役割が聖母マリアに重ねられている。同時
にジョゼフィーヌ [Joséphine] はマリアの夫ヨセフ [Joseph] を連想させるものでもある。これも聖母子の
イメージの反復であり、神とされる子が「聖母」の名を冠している点はミニョンとノートルダムの親子
とも共通する。
この叙述においては母が息子をいつくしむ様子がみられ、神聖で高貴な聖母のイメージが描かれてい
る。そして、マリー、ジョセフィーヌはこの部分でしか登場しないため、聖母子のイメージは、女性と
しての欲望が生々しく描かれるエルネスティーヌやディヴィーヌといった人物では描けなかったのだと
考えられる。
以上のことから、この作品では、聖母子のイメージが反復されながらも、ノートルダムやマリーが「母」
でありながら「子」である点、ミニョンが男性でありながら「母」である点など、その文脈がずらされ
ていることが指摘できる。またそのような表象は、聖母子という宗教的なイメージを援用しながら、同
時に母性という文脈にも揺さぶりをかけるものになっているということもいえる。そしてここにおいて
もやはり美しさの問題は無関係ではない。神聖とされるノートルダムもマリーも美貌の持ち主であるが、
聖母子のイメージと対照的に描かれるエルネスティーヌとディヴィーヌはどちらも年老いて醜い女性と
して描かれるためである。
 
まとめ
以上、『花のノートルダム』における聖性と女性性に注目しながら読解してきた。第一章では女装男
娼ディヴィーヌを中心に、卑俗から聖性への転化という構造の中に、女性としての美醜という問題がい
かに深くかかわっているかを検証した。年老いた醜い男娼であるディヴィーヌは、卑俗さに徹すること
で聖なる存在になろうとする。このときディヴィーヌは世間の価値観を一度逸脱している。しかし、第
二章で確認したように、その一方ディヴィーヌは、婚礼のイメージによって自分自身の美的価値とセク
シュアリティが受け入れられることにも喜びを感じている。さらに第三章では、聖母子のイメージを中
心に母性と聖性の関連を検証した。聖母子という宗教的なイメージを多用しつつ、一方でエルネスティー
ヌとディヴィーヌ親子の描写ではこともなげに母性を貶めている。また、聖母子のイメージも、その文
脈をずらしながら描くことで、違和感を引き起こすものになっている。
全体を通して、本作品においては、異性愛を中心とする秩序や性別役割が壊されるのではなく、本来
あるべきではない役割の人物に、過剰に引き受けられることによって逆に違和感をもたらすものとなっ
ているということが指摘できる。女性を取り巻く問題に着目すると、美しさや母性といった深く女性で
あることにかかわる問題が男性登場人物によって過剰に引き受けられることによって、読者はその奇妙
さに向き合わざるをえなくなる。また、当時のブルジョワ社会における性的規範とキリスト教は密接に
関連している。そのため、セクシュアリティのあり方とキリスト教的な表象にずれが生じることは、そ
の当然さを問い直す契機になりうる。
＊肩書きは発表当時のものです。
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４ こうした解釈の代表的なものは、ジョルジュ・バタイユの『文学と悪』における「ジュネ論」である。卑俗に徹することは、
その「厳密さ」が決意という点で至上善への決意と結びついているため、神聖であるというものである。Bataille, 1979.
５ Genet, 1948=1976, pp.171-172.
６ Genet, 1948=1976, p.158.
７ 松田，2009.
８ Genet, 1948=1976, p.192.「無原罪のお宿り」への言及は作品中で 2 箇所ある。上述のものに加え、裁判でノートルダ
ムが入廷したときに、その場にいた人々にはみな「われは『無原罪のお宿りなり』」という後光が見えたという場面で
ある。Genet, 1948=1976, p.323.
９ Genet, 1948=1976, p.111.
10 Genet, 1948=1976, p.364.
11 Genet, 1948=1976, p.343.
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